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第４回 川崎市シティセールス推進懇話会 意見概要 

区分 懇話会における意見の内容 

① 企業・市民・

団体の活動と

いうのは、す

でに行われて

おり、それを

まとめることが

必要。 

・企業・団体・市民はすでにそれぞれ活動をしているが、それがシティセールスやイ

メージアップにつながっているという認識がない。それぞれの活動の意味、シティ

セールスにおける位置づけを行政が示してあげることが必要である。 

・キュレーションという発想のもとに、バラバラに散らばってしまっている川崎の民

間の活動に関する情報をくまなく収集し、見やすく一か所に整理することが重要で

ある。 

② 取組への行

政による公認

は、民間の取

組推進に役

立つ 

・行政の認定事業であるということにより、信頼性が高まる。 

⇒信頼性が向上することにより、他の企業へのPRも推進され、また様々な場面での

協力を得やすくなり、効果的なPRが可能となる。 

・行政の認定事業となることにより、認定された企業・団体のモチベーションが高ま

る。 

・広報支援をしてもらえることは非常に大きい。 

③ イメージアッ

プ認定事業

は民間の取

組推進に役

立つ 

・企業・団体の取組を市が支援するイメージアップ事業に認定されることにより、イ

ベント等の取組への参加者は増加している。 

・助成金がもらえるということも、企業・団体の性質や規模によっては非常に大きい

ものとなりうる。 

④ 認定事業と

市民活動を

結びつける 

・市民活動とシティセールスの関係は強いので、認定事業と市民活動をいかに結びつ

けて行くかという視点も必要である。 

⑤ 川崎の表彰・

認定制度や

魅力を一覧

できるように

まとめて、知

ってもらう 

・イメージアップ認定事業に限らず、「かわさきマイスター」などの表彰・認定制度

が多く存在しているが、それらの存在はあまり知られていない。 

・それらを体系化し、一覧することができるようにし、市内外の人々に認知してもら

うようにする必要があるのではないか。 

・窓口を一元化することも重要である。 

・｢川崎がどのようなまち｣かが分かる、ブランドブックのようなものの作成も考えら

れる。 

・キュレーションサイトの作成も考えられる。 

⑥ イメージアッ

プ認定事業

に参加しやす

い状況を作る

・イメージアップ認定事業において、何をもってイメージアップとするのか、何を目

指すのか、各事業が川崎市（シティセールス）の活動においてどのような位置づけ

のものとなるのか、それらの点に関して明確にする。 

・そのことにより、イメージアップ認定事業を分かりやすく、参加しやすいものにす

る。 
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区分 懇話会における意見の内容 

⑦ イメージアッ

プ認定事業

のパンフレット

を改良する 

・見やすく、分かりやすくすることによって、どのようにすれば参加できるのか分か

りやすくすることが考えられる。 

・市外に対しても認定事業の内容をアピールしていくことにより、市外の評価が高ま

り、市民が誇りをもって事業に参加することができるようになるのではないか。 

⑧ 小さな活動で

も、それをPR

できる仕組み

を作る 

・どのようなものであっても川崎のPRにつながるものであれば、行政が認定し、PRで

きる仕組みを作ることも必要である。 

・結果として多くの人が情報に触れることができるようになることが大事である。 

⑨ 活動を評価

できる仕組み

を作る 

・活動内容について、多くの人と共有し、評価することができるような仕組みづくり

が必要だろう。 

⑩ 活動の評価

を報告書によ

って行う 

・イメージアップ認定事業等の公認の取り組みに対して、どのような活動を行い、ど

のような結果となったのかという点が明確に示される報告書を作成する必要があ

るのではないか。 

・作成された報告書は市のHPに掲載するなどして、多くの人の目に触れるようにする

ことも考えられるだろう。 

⑪ 活動の情報

発信をソーシ

ャルメディア

で行う 

・ソーシャルメディアを使った積極的な情報発信によって、反応や評価といったリタ

ーンが返ってくることになり、活動に対する当事者の実感を高めるのではないか。

・ソーシャルメディアを使っていなかった当事者に、ソーシャルメディアの面白さも

知ってもらうことができるのではないか。 

⑫ 民間の活動

を待つだけで

なく、行政も

イメージを明

確にするなど

民間へ働き

かけるべき 

・市が考えるイメージアップの姿を整理する事が必要であり、一方で行政の気が付か

ない川崎市の姿をボトムアップしてもらうことも必要である。現状は下からのボト

ムアップをただ待っている印象である。市のイメージ付けの方向性を分かりやすく

体系的に示されることが必要である。 


